
四季彩のまち kamifurano　あなたに届けたい想いがある…

こ う ほ う
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主な内容

町職員の給与と職員数の状況
町長との懇談会～協働のまちづくりに向けて～

特定健診、がん検診を受けましょう！
ご存じですか？　障がいがある方の福祉制度

サンキャッチャーを上手に作りました！
　～かみふらのまるしぇ～

特集　

  平成��年度決算をお知らせします　まちの台所事情　



広報かみふらの 2019.10  嘩 

ま
ち
の
台
所
事
情

特集

平
成
30
年
度
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入

�

町
に

入
っ
て
き
た
お
金

�

と
歳
出

�

使
っ
た
お
金

�

と
も
に
前
年
度
か
ら
比
べ
る
と
減
少
し
ま
し

た
。主

な
要
因
は
、
上
富
良
野
中
学
校
整
備
事

業
や
町
営
住
宅
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ

る
国
庫
補
助
金
、
公
共
施
設
整
備
に
対
す
る

繰
入
金
、
町
債
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

収
支
の
状
況
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す

財
源
１
千
472
万
円
を
差
し
引
き
、
実
質

３
億
２
千
399
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳入総額
��億�����万円

�前年比較△�億�����万円�
町民�人あたり�������円

町税　��億�����万円�表��
������万円　���％�

諸収入　�億�����万円
����万円　���％�

繰越金　�億�����万円
�▲�����万円　▲����％�

繰入金　�億�����万円
�▲�����万円　▲����％�

使用料及び手数料　
　�億�����万円
�▲���万円　▲���％�

寄付金�表��・財産収入　�億�����万円
������万円　����％�

分担金及び負担金　�����万円
�▲���万円　▲����％�

地方交付税　��億�����万円
�▲�����万円　▲���％�

国庫支出金　��億�����万円
�▲�億�����万円　▲����％�

道支出金　�億�����万円
������万円　����％�

町債　�億�����万円
�▲�億�����万円  ▲����％�

その他交付金など　�億�����万円
�▲���万円  ▲���％�

地方譲与税　
　�億�����万円
���万円  ���％�

自主財源　����％
�平成��年度����％�

��億�����万円

依存財源　����％
�平成��年度����％�

��億�����万円

税　目 収入額�前年比較�

町　民　税 �億�����万円������万円�

固定資産税 �億�����万円�▲���万円�

軽自動車税 �����万円�　 ��万円�

た ば こ 税 �����万円�▲���万円�

入　湯　税 ���万円� ▲��万円�

合　計 ��億�����万円������万円�

表�

町税
町税���億�����万円÷人口・世帯�

　町民�人あたり　　������円
　�世帯あたり　　 �������円

目　　　　的 件数 金　額

町立病院に �� ���万円

「泥流地帯」映画プロジェクトに � ���万円

ラベンダーハイツ施設整備に � ��万円

社会福祉事業推進に � ��万円

十勝岳地区の振興に � ��万円

図書館の図書購入に � ��万円

ラベンダーを核としたまちづくりに � ��万円

子どもセンターに � ��万円

地域医療のために � ��万円

学校の教材・図書の整備に � �万円

合　　　　計 �� ���万円

ふるさと応援モニター ����� �億���万円

寄付金表�
皆さんからのご寄付は、次のとおり
活用させていただきました。

防衛省関係補助金

総額�億�����万円�前年�億�����万円�

　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交付され
ています。上の円グラフの国庫支出金に含まれています。

▲

障害防止事業 �億�����万円��億�����万円�

　土砂流出対策など

▲

民生安定施設整備事業 �����万円�    �����万円�

　農業用施設設置事業

▲

調整交付金事業 �億�����万円��億      �万円�

　保健福祉総合センター屋上防水改修など

▲

防音関連維持費 �����万円�    �����万円�

　上富良野中学校�講堂�防音機能復旧事業など

表�

�　�は前年比較



貨 広報かみふらの 2019.10

民生費　��億�����万円
　うち給与費　�億���万円
��億�����万円　���％�

労働費　��万円
��万円　���％�

土木費　��億�����万円
　うち給与費　�����万円
�▲�億���万円　▲����％�

総務費　��億�����万円
　うち給与費　�億�����万円
�▲�億�����万円　▲����％�

衛生費　�億�����万円
　うち給与費　�億�����万円
������万円　���％�

公債費　�億�����万円
�▲�����万円　▲���％�

歳出総額
��億�����万円

�前年比較△�億�����万円�
町民�人あたり�������円

教育費　�億�����万円
　うち給与費　�億���万円
�▲�億�����万円  ▲����％�

商工費　�億�����万円
　うち給与費　�����万円
����万円  ���％�

議会費　�����万円
　うち給与費　�����万円
����万円  ���％�

災害復旧費　�����万円
������万円　����％�

健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算
に
基
づ
き
一
般

会
計
は
「
健
全
化
判
断
比
率
」

�

表
４

�

、
公

営
企
業
は
「
資
金
不
足
比
率
」

�

Ｐ
６

�

を
算

定
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
比
率
は
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
健
全

段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
財
政
状
況
の
実
態
は

経
常
的
な
収
入
の
約
９
割
が
経
常
的
な
支
出

�

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど

�

に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
入
の
７
割
強
が
国
や
北

海
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
依
存
財
源
で
賄
わ
れ

て
お
り
、
財
政
構
造
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
す
。
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

健全化
判断比率

平成��年度 平成��年度
判断基準

早期健全化 財政再生

実質赤字比率
ー

����黒字�
ー

����黒字�
��％以上 ��％以上

連結実質赤字
比率

ー
�����黒字�

ー
�����黒字�

��％以上 ��％以上

実質公債費
比率

���％ ����％ ��％以上 ��％以上

将来負担比率 ����％ ����％ ���％以上 －

健全化判断比率の前年度比較と判断基準表�

実質赤字比率
【一般会計赤字額÷

           町の財政規模】

町の最も主要な会

計である一般会計の

赤字の割合です。

家庭で例えると、

大黒柱�一般会計�の

財布の状況で、年間

収支の赤字が�年間の

収入に対して、どの

くらいの割合かを示

します。

連結実質赤字比率
【全会計の赤字総額÷

                   　   　町の財政規模】

一般会計だけでなく、特別会計

や企業会計といった公営企業会計

を含む全会計の赤字総額の割合で

す。

大黒柱�一般会計�の子�公営事

業�が赤字を抱えている場合、大

黒柱が赤字でなくても、最終的に

責任を取らなければなりません。

全体の赤字が大黒柱の給料のどの

くらいの割合かを示すものです。

実質公債費比率
【�年間の借金返済額÷

             　　　町の財政規模】

全会計�一般会計・特別会

計・企業会計�のローン返済に

支出された額の割合です。

大黒柱�一般会計�の�年間

の収入に対する�年間のロー

ン返済額�全会計�の割合で、

返済額には大黒柱自身のロー

ンのほか、子�公営事業�や親

戚�広域連合など�のローンの

大黒柱負担分も含まれます。

将来負担比率
【�負債残高総額－積立金   

 等総額�÷町の財政規模】

家庭に例えると�年間の

収入に対して、ローン総

額がどのくらいあるかの

割合です。子�公営事業�

や親戚�広域連合など�の

ローン負担分も含まれま

すが、貯金�基金�分は差

し引いて考えます。

�　�は前年比較

歳出決算額には給与費が含まれてい
ます。
給与費合計�億�����万円������万円�

農林業費　�億�����万円
　うち給与費　�����万円
�▲�����万円  ▲����％�

特集　まちの台所事情



司
防
災
対
策　

２
千
41
万
円

災
害
時
の
長
期
的

な
避
難
所
生
活
を
想

定
し
、
最
低
３
日
分

の
食
料
、
生
活
必

需
品
な
ど
を
計
画
備

蓄
。
自
主
防
災
組
織

が
行
う
防
災
活
動
へ
の
補
助
に
よ
り
共
助
の

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

司
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
千
644
万
円

東
中
地
区
95.4 

ha 

、
島

津
地
区
11 
ha
の
区
画
整

理
を
実
施
し
た
ほ
か
、

用
排
水
路
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

広報かみふらの 2019.10  迦 

平
成
30
年
度
の
主
な
事
業

※
第
５
次
総
合
計
画
の
「
５
つ
の
暮
ら
し
の
分
類
」
に
基
づ
き
ま
と
め
ま
し
た

　

人
や
地
域
と

　
　

  

つ
な
が
り
の
あ
る
暮
ら
し

司
自
治
会
活
動
の
推
進　

997
万
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
自
主
的
な
自
治
活

動
を
支
援
・
推
進
す
る
た
め
、
使
途
を
限
定

し
な
い
住
民
会
交
付
金
の
交
付
、
自
主
的
な

活
動
支
援
や
公
園
緑
地
維
持
管
理
へ
の
補
助

を
実
施
し
ま
し
た
。

司
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進　

171
万
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

自
主
的
に
活
動
す
る
町

民
活
動
団
体
に
対
し
て

補
助
を
行
っ
た
ほ
か
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

司
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行　

795
万
円

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活
支
援
や
閉
じ

　

穏
や
か
に
安
心
し
て

             　

過
ご
せ
る
暮
ら
し

司
障
害
者
自
立
・
地
域
生
活
に
対
す
る
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
５
千
862
万
円

障
が
い
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活
を
営

む
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

司
子
育
て
支
援　

５
億
５
千
647
万
円

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
を
拠
点
施
設

と
し
て
子
育
て
支
援

事
業
や
認
定
こ
ど
も

園
、
保
育
所
の
運
営

補
助
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費
給
付
や

児
童
手
当
給
付
を
実

施
し
ま
し
た
。

司
救
急
医
療
の
確
保　

１
億
９
千
973
万
円

救
急
医
療
体
制
や
小
児
科
・
産
婦
人
科
な

ど
、
富
良
野
市
や
旭
川
市
の
医
療
機
関
と
連

携
し
、
そ
の
確
保
を
進
め
ま
し
た
。

司
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
千
158
万
円

司
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千
280
万
円

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た

め
の
地
域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

司
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担　

148
万
円

し
ろ
が
ね
地
区
土
地
改
良
事
業
の
負
担
対

策
を
実
施
し
ま
し
た
。

司
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
千
635
万
円

地
域
が
行
う
草
刈
り
や
土
砂
上
げ
な
ど
農

地
や
農
業
用
排
水
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・

発
揮
の
た
め
の
共
同
活
動
に
対
し
て
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

司
道
路
維
持
管
理　

２
億
６
千
235
万
円

維
持
補
修
、

除
排
雪
、
側
溝

整
備
、
簡
易
舗

装
整
備
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

司
道
路
整
備　

５
千
73
万
円

富
町
２
丁
目
３
番

通
り
と
本
町
５
丁
目

４
番
通
り
の
改
良
舗

装
工
事
、
新
町
４

丁
目
１
番
通
り
の
道

路
改
良
の
た
め
の
実

施
設
計
を
行
い
ま
し

た
。

司
南
部
地
区
土
砂
流
出
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
510
万
円

自
衛
隊
演
習
場
内
を
流
れ
る
ベ
ベ
ル
イ
川

の
護
岸
な
ど
の
復
旧
、改
修
を
行
い
ま
し
た
。

司
道
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
千
61
万
円

日
の
出
地
区
の
２
排
水
路
を
改
修
し
、
周

辺
農
地
、
住
宅
地
の
冠
水
被
害
や
湿
害
の
問

題
解
消
を
図
り
ま
す
。

司
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕　

４
千
350
万
円

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
対

象
と
な
る
28
橋
を
年
次
的
に
修
繕
を
行
い
長

寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

こ
も
り
予
防
の
た
め
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
運
行
し
ま
し
た
。

農
地
の
傾
斜
が
き
つ
い
な
ど
、
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
の
安
定
し
た
営
農
を
継
続
支

援
し
、
農
村
地
域
の
持
続
や
農
地
保
全
に
つ

な
げ
る
事
業
。
地
域
と
町
が
協
定
を
結
ん
で

進
め
て
い
ま
す
。



司
公
民
館
・
分
館
管
理　

３
千
404
万
円

公
民
館
と
11
分
館

の
維
持
管
理
を
実

施
。
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付

金
を
活
用
し
、
草
分

防
災
セ
ン
タ
ー

�

草

分
分
館

�

の
外
壁
改

修
を
行
い
ま
し
た
。

司
災
害
復
旧
事
業　

６
千
935
万
円

平
成
30
年
７
月

１
～
５
日
に
か
け

て
発
生
し
た
大
雨

に
よ
り
被
災
し
た

道
路
や
河
川
、
公

共
施
設
の
復
旧
と

農
地
の
復
旧
に
対

す
る
補
助
を
実
施
し
ま
し
た
。

過 広報かみふらの 2019.10

司
東
１
線
排
水
路
整
備　

５
千
638
万
円

上
富
良
野
駐
屯
地
の
排
水
流
末
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

司
一
般
廃
棄
物
処
理　

２
億
４
千
254
万
円

地
域
の
環
境
保

全
の
た
め
、
分
別

収
集
、
減
量
化
、

資
源
化
を
推
進
し

ま
し
た
。

司
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備　

１
千
298
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部
に

対
し
て
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

快
適
で
楽
し
く

           　

潤
い
の
あ
る
暮
ら
し

司
日
の
出
公
園
管
理　

３
千
419
万
円

町
の
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
良
好
な
景
観

を
維
持
す
る
た
め
の
環
境
整
備
・
管
理
を
行

い
ま
し
た
。

司
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千
395
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、
地
域
の

消
費
喚
起
を
図
り
ま
し
た
。

司
予
防
接
種
・
健
康
診
査
・
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
538
万
円

伝
染
病
の
予
防
接
種
、
感
染
症
の
早
期
発

見
や
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
検
診
、
が
ん
検

診
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

司
図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」
運
営
費　

907
万
円

町
民
が
図
書
に
親
し

め
る
環
境
づ
く
り
を
実

施
。
子
ど
も
読
書
推
進

事
業
を
通
し
、
読
書
の

定
着
を
図
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
宝
を
守
り
、
育
み

           　

活
用
で
き
る
暮
ら
し

司
町
営
住
宅
の
整
備　

３
億
３
千
595
万
円

泉
町
南
団
地
４
号

棟
建
築
、
既
存
住
宅

の
施
設
内
通
路
整

備
、
外
灯
整
備
、
外

構
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

司
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
め
ざ
し
た
活

動
の
展
開　

１
千
276
万
円

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
２
人
を
配
置
し
、
地

司
上
富
良
野
高
等
学
校
振
興
対
策　

992
万
円

特
色
あ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り

の
た
め
、
上
富
良
野
高
校
教
育
振
興
会
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
。
生
徒
の
通
学
費
用
も

助
成
し
ま
し
た
。

司
後
継
者
就
業
対
策　

319
万
円

農
業
、
商
工
業
の
後
継
者
に
対
し
「
担
い

手
サ
ポ
ー
ト
奨
励
金
」
を
交
付
し
、
就
業
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

誇
り
と
責
任
、
役
割
を

           

分
か
ち
あ
え
る
暮
ら
し

司
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
千
644
万
円

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
を

活
用
し
、
外
壁
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

　
　
　
　

利
用
実
績　

６
万
７
千
187
人　

司
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
町
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

239
万
円

町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を

担
う
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
、
環
境
づ

く
り
と
活
動
推
進
の

た
め
助
成
し
ま
し
た
。　

司
自
衛
隊
基
地
対
策　

620
万
円

自
衛
隊
基
地
周
辺
の
整
備
事
業
計
画
の
調

整
や
自
衛
官
募
集
事
務
、
上
富
良
野
駐
屯
地

の
現
状
維
持
に
向
け
た
活
動
や
関
係
協
力
団

体
へ
の
補
助
、
演
習
場
周
辺
地
区
へ
の
補
助

を
行
い
ま
し
た
。　

司
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン　

１
千
349
万
円

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
場
所

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

司
学
校
施
設
整
備　

１
億
２
千
218
万
円

上
富
良
野
中
学
校
外
構
・
体
育
館
ト
イ

レ
、
東
中
小
学
校
や
上
富
良
野
中
学
校
講
堂

の
防
音
機
能
復
旧
工
事
に
係
る
実
施
設
計
を

行
い
ま
し
た
。

司
郷
土
館
の
管
理　

142
万
円

郷
土
文
化
や
歴
史
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
適
切
に
施
設
と
展
示
作
品
の
維
持

管
理
を
行
い
ま
し
た
。

域
へ
の
広
報
や
教
育
活
動
の
ほ
か
、
ガ
イ
ド

の
養
成
な
ど
継
続
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
。

特集　まちの台所事情
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町
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
の
赤
字
額
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
・
当
該

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
済
み
で
、
実
質
的
に
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

�

総
額
８
億
６
千
390
万
円

�

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
実
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
な
お
一
層
健
全
な
財

政
運
営
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

会計名
歳　入

�前年比較�

歳　出

�前年比較�

差引額

�前年比較�

歳入のうち一

般会計からの

繰入額

参　考

特
別
会
計

【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
】

国民健康

保険
��億�����万円
�▲�億�����万円�

��億�����万円
�▲�億�����万円�

�億�����万円
����万円�

�億�����万円
����万円�

年平均加入世帯数  �����世帯
年平均加入者数         �����人
一人当たり診療費  �������円

後期高齢者

医療
�億�����万円

����万円�

�億�����万円
����万円�

��万円
�▲�万円�

�����万円
����万円�

平均被保険者数　　  �����人
一人当たり費用額  �������円

介護保険
�億�����万円

������万円�

�億�����万円
������万円�

�����万円
�▲���万円�

�億�����万円
�▲���万円�

第�号被保険者数　　 �����人
要介護認定者数��号�　 ���人
サービス�件当たり給付額

居宅�介護給付�  ������円
居宅�予防給付�  ������円

地域密着 �������円
施設 �������円

ラベンダー

ハイツ事業
�億���万円
������万円�

�億���万円
������万円�

���万円
������万円�

�����万円
������万円�

�日平均施設利用者数  ����人
�日平均短期入所利用者数

���人
�日平均通所介護利用者数

����人

簡易水道

事業
�����万円
������万円�

�����万円
������万円�

���万円
���万円�

�����万円
����万円�

給水戸数・有収水量�料金収入
の対象となった水量�
東中地区　���戸　������弱
西部地区　���戸　������弱
江花地区　 ��戸　 �����弱

公共下水道

事業
�億�����万円

������万円�

�億�����万円
������万円�

���万円
�▲��万円�

�億�����万円
����万円�

水洗化率　　　　　　 ����％
�弱あたり使用料収入

�����円
�弱あたり汚水処理費

�����円

特別会計

合計
��億�����万円

������万円�

��億�����万円
����万円�

�億�����万円
������万円�

�億���万円
������万円�

企
業
会
計

【
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
】

病院事業
�億�����万円
�▲�����万円�

�億�����万円
�▲���万円�

▲�����万円
�▲�����万円�

�億�����万円
����万円�

�日平均外来患者数　 �����人
�日平均入院患者数　  ����人

内訳　一般病棟　����人
老健施設　����人

水道事業
�億�����万円

����万円�

�億�����万円
����万円�

▲�����万円
����万円�

���万円
�▲��万円�

給水人口　　　　　  �����人
�弱あたり収益　　　　 ���円
�弱あたりかかる費用　 ���円

特別会計

合計
��億�����万円

�▲�����万円�

��億�����万円
�▲���万円�

▲�億���万円
�▲�����万円�

�億�����万円
����万円�

特別会計・企業会計

※表中の数字は、�万円未満を四捨五入しているため、端数整理により合計額が異なる場合があります

資金不足比率
【資金の不足額÷事業の規模】

一般会計の実質赤字に当たる公営企業
の資金不足額が事業規模�料金収入�に対
してどの程度あるかを示すもので、比率
が高くなるほど資金不足の解消が困難と
なります。

公営企業は、必要な費用を料金収入で
賄う独立採算が原則。家庭で例えると、
自立した子でも、赤字や借金が増えると
親�一般会計�は無関係ではいられませ
ん。親に影響が及ぼさないよう個々の収
支をチェックするための指標です。

資
金
不
足
比
率

公共下水道事業 資金不足額なし
経
営
健
全
化
基
準

��％

簡易水道事業 資金不足額なし

病院事業 資金不足額なし

水道事業 資金不足額なし

※経営健全化基準の��％を超えると議会の議決を経て「経
営健全化計画」を策定し、実施状況を毎年度議会へ報
告、公表しなければなりません
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もうちょっと詳しく見てみよう！
貯金額���億���万円÷人口・世帯�

　町民�人あたり　  �������円
　�世帯あたり　　 �������円

町の貯金

基金

種　類 残　高

財政調整基金
※突発的な災害や緊急時に備えたり、年

度間の不均衡を調整するもの�

�億�����万円

減債基金
※借金の返済の増加に備えるもの

�億���万円

特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

公共施設整備資金 �億�����万円

農業振興基金 �億�����万円

十勝岳と共生するまちづく
り応援基金

�����万円

国内外交流推進基金 �����万円

国営土地改良事業負担基金 �万円

地域福祉基金 �億�����万円

児童生徒教育振興基金 �����万円

ラベンダーの里ふるさと応
援基金

�����万円

一般会計合計
�前年比較�

��億�����万円
�▲�����万円�

国民健康保険財政調整基金 �����万円

介護保険事業基金 �����万円

ラベンダーハイツ施設整備基金 ���万円

特別会計合計
�前年比較�

�億�����万円
������万円�

全会計合計
�前年比較�

��億���万円
�▲�����万円�

北海道備荒資金組合基金 �億�����万円

町の借金

町債

借入残高����億�����万円÷人口・世帯�

　町民�人あたり　  ���������円
　�世帯あたり　　 ���������円

区分 残高

一般会計 ��億�����万円

特
別
会
計

簡易水道事業 �億�����万円

公共下水道事業 ��億�����万円

ラベンダーハイツ事業 �����万円

企
業
会
計

病院事業 �����万円

水道事業 �億�����万円

合　　計
�前年比較�

���億�����万円
�▲�億�����万円�

町民�人��世帯�あたりを算出するときの基礎数値
【平成��年�月��日現在】

人口　������人　 �前年比　▲  ���人�
世帯　 �����世帯 �前年比　▲��世帯�

家計に例えると、町債は借金�ローン�、基金は貯金と

いうことになりますが、個人のローンと少しだけ違う点

があります。それは「世代間の負担の公平性」です。

例えば、公共施設は何十年も使用します。建設時の一

時的な資金不足の対応というだけではなく、この先施設

を使用する世代にも負担していただくために、ローンと

いう形で返済するのです。

一方、貯金にあたる基金は、災害の多発など不測の事

態や公共施設の整備など将来のさまざまな財政負担に対

応できるように蓄えておくものです。

今後においても、貯金と借金のバランスを取りながら、

健全な財政運営に努めます。

貯金と借金

酸道路や橋の整備などの投資的事業���億���万円÷人口�
�������円�▲������円�

酸借金の返済など��億�����万円÷人口�　　 ������円�▲    ���円�
酸貯金の積立て������万円÷人口�　　　　　 �����円�▲ �����円�
酸職員の給料や議員の報酬など人件費���億���万円÷人口�

������円�　 �����円�
酸高齢者や障がい者などへの社会保障費��億�����万円÷人口�

������円�　 �����円�
酸町立病院運営に対する助成��億�����万円÷人口�

������円�　　 ���円�
酸公共下水道事業に対する助成��億�����万円÷人口�

������円�　　 ���円�

町民�人あたりでみると

町税をはじめ、各施設使用料やごみ処理手数料など、

自主財源は総額で�割に満たず、町の収入の����％が国か

らの地方交付税で賄われています。

交付税は国が収支の不足額を補てんする制度ですが、

財源は国税です。集まった税金以上に交付されるもので

はなく、税収が上がらなければ配分額も少なくなり、収

支不足分の全額を補てんできません。そのため、少しで

も多くの自主財源を確保することが重要です。

町税では納期内納税の徹底により、現年度分の滞納を

防ぐとともに、収入の確保と税負担の公平性確保のため

滞納者に対する滞納処分�財産の差し押さえ�を強化し、平

成��年度は��件執行しています。

町税現年度分の収納率は����％となり、国民健康保険

税を含めた税全体�現年度と滞納繰越の合算�では、平成��

年度から�年連続の収入率アップとなりました。

収納率 現年度分 滞納繰越分 合計

町税 ����％�����％� ����％�����％� ����％�����％�

国民健康

保険税
����％�����％� ����％�����％� ����％�����％�

自主財源の確保

�　�は前年度

�　�は前年比較

問合せ　総務課財政管理班　拶盈����

特集　まちの台所事情
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町
職
員
の
給
与
と

職
員
数
の
状
況

平
成
��
年
度
の
職
員
給
与
と
職
員
数
の
状
況

�

再
任
用
短
時
間
職

員
を
除
く

�

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職員の平均給与・平均年齢・初任給など  　

区　分 上富良野町 北海道

一般行政職
大学卒 �������円 �������円

高校卒 �������円 �������円

距職員初任給

漁一般行政職の級別職員数など

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

�級
定型的な業務を行う職務
相当高度な知識又は経験を必要とする業務を行う職務

��人 �����

�級 高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 �人 ����

�級

�　主査等の職務
�　主任等の職務
�　困難な業務を処理する主査等の職務
�　困難な業務を処理する主任の職務

��人 �����

�級
�　主幹等の職務
�　特に困難な業務を処理する主査等の職務

��人 �����

�級
�　課長等の職務
�　困難な業務を処理する主幹等の職務

��人 �����

�級 困難な業務を処理する課長等の職務 ��人 �����

区分 給料�報酬�月額 期末手当
退職手当

算定方式
�退職日の給料月額×支給割合×在職期間�

�期の手当額 支給時期

町長 �������円
�平成��年度支給実績�

���月分

������月分 　����������円

任期満了時副町長 �������円 ������月分 ���������円

教育長 �������円 �����月分 ���������円

議長 �������円
�平成��年度支給実績�

���月分
副議長 �������円

議員 �������円

魚特別職の報酬など

鋸職員給与・年齢

区分
上富良野町 北海道

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 �������円 ����歳 �������円 ����歳

区分
上富良野町

平均給与月額 平均年齢

税務職 �������円 ����歳

福祉職 �������円 ����歳

医　師 ���������円 ����歳

看護・保健職 �������円 ����歳

区分
経験年数
��～��年

経験年数
��～��年

経験年数
��～��年

一般行政職
大学卒 �������円 ー �������円

高校卒 �������円 �������円 �������円

禦職員の経験年数別・学歴別平均給与月額

人件費・給与費の状況　　
※再任用短時間職員を含む

虚人件費�一般会計決算�

��億�����万円

許職員給与費�一般会計決算�

�億�����万円

職員手当
�����万円�����％�

給料
�億�����万円�����％�

期末勤勉手当
�億�����万円�����％�

餐人件費に含むもの
・一般職、特別職の職員に対する給与
・議会議員や各種委員会委員の報酬
・共済費など�民間の社会保険料事業

主負担分に相当�

餐職員給与費に含むもの
・職員に毎月支給される給料
・各種手当�退職手当を除く�

餐一人あたり平均給与費
�一般職���人＋特別職�人＝���人�
・���万円

歳 出　��億�����万円

人件費
��億�����万円�����％�

その他報酬・
　　　　共済費など
�億�����万円����� % �

職員給与費
�億�����万円����� % �
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支給実績�平成��年度決算� �万�千円

支給職員一人当たり平均支給額
�平成��年度�

�����円

職員全体に占める手当支給職員
の割合�平成��年度�

����

自手当の種類

　・滞納処分従事手当

　・防疫等作業手当

亨特殊勤務手当

京時間外手当

年度 支給実績
支給職員

一人当たり
平均支給年額

平成��年度 �����万�千円 ��万�千円

平成��年度 �����万�千円 ��万�千円

上富良野町 北海道 国

一人当たり平均支給額
�平成��年度�

一人当たり平均支給額
�平成��年度�

���万円 ���万�千円

�平成��年度支給割合� �平成��年度支給割合� �平成��年度支給割合�

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

����月分 ����月 ����月分 ���月分 ����月分 ����月分

�����月分� �����月分� �����月分� �����月分� �����月分� �����月分�

�加算措置の状況� �加算措置の状況� �加算措置の状況�

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

・役職加算　�～��� ・役職加算　�～��� ・役職加算　�～���

・管理職加算　なし ・管理職加算　��～��� ・管理職加算　��～���

※�　�内は、再任用職員に係る支給割合
※北海道の平成��年度数値が未公表のため、平成��年度の数値を使用

享期末手当・勤勉手当

手当名 内容及び支給単価
支給実績

�平成��年度
決算�

支給職員一人当た
り平均支給年額

�平成��年度決算�

国の制度
との異同

扶養手当

配偶者　 　　　　　    �����円
扶養家族　                 �����円
子　　　　               ������円
���～��歳まで�����円加算�

�����万円 �������円 同じ

住居手当 借家・借間 ������円上限 ���万�千円 �������円 同じ

通勤手当

自動車など使用の場合、通勤距
離に応じて� km ���円を乗じて
得た額。
������円上限

��万�千円 ������円

異なる

自動車な
ど使用の
場合の額

管理職手当
管理職　　　　  　　 ������円
���歳を超える者　������円�
主幹職　　　　　  　 ������円

�����万円 �������円
異なる
支給額

寒冷地手当

世帯主の職員�扶養あり�
�������円

世帯主の職員�扶養なし�
������円

その他の職員            ������円

�����万円 ������円 同じ

供その他の手当

始期 終期 数値目標

第�次職員数
適正化計画

平成��年�月�日 令和�年�月��日
計画　���人→���人
平成��年�月�日現在
の職員数を基に設定

平成��年�月�日現在における職員数　���人
�富良野広域連合派遣職員を含む�

僑定員適正化計画

定員適正化計画の数値目標と進捗状況

問合せ

総務課総務班　拶盈����
公式ホームページ　http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

職員の手当の状況

職員数の状況
各年�月�日現在

　　　　区分

　部門

職　員　数 対前年
増減数平成��年 平成��年

一

般

会

計

部

門

一

般

行

政

部

門

議　会 � � ±�

総　務 �� �� ±�

税　務 � � ±�

労　働 ― ― ―

農林水産 �� �� ±�

商　工 � � ±�

土　木 � � ±�

民　生 �� �� ±�

衛　生 �� �� ±�

小　計 �� �� ±�

教育部門 �� �� ±�

消防部門 ― ― ―

小　計 ��� ��� ±�

公
営
企
業
会
計
部
門

病　院 �� �� ＋�

水　道 � � ±�

交　通 ― ― ―

下水道 � � ±�

その他 �� �� ±�

小　計 �� �� ＋�

合　　計 ��� ��� ＋�

侠部門別職員数
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「
未
来
を
語
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
た
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
年
齢

の
方
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
そ
の
中
で

特
に
関
心
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
た
、

農
産
物
と
移
住
者
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。

姿
柴
田
真
由
美
委
員

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
初
参
加
の
方
が
多

く
、
そ
の
中
で
農
産
物
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
感
じ
た
。

姿
持
安
弘
行
会
長

　

ま
ち
の
魅
力
の
一
つ
は
景
色
で
、

こ
の
景
色
を
守
っ
て
い
る
の
は
農
家

の
方
。
農
家
を
守
る
こ
と
が
上
富
良

野
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

姿
森
本
京
子
委
員

　

移
住
さ
れ
た
方
は
ま
ち
に
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
私
も
赤
え
ん
ど
う
の

生
産
が
日
本
一
な
ど
、
こ
こ
で
初
め

て
知
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

姿
持
安
会
長

　

��
年
後
の
理
想
で
、
移
住
者
が
継

続
し
た
相
談
が
で
き
る
ま
ち
と
あ
っ

た
。
移
住
の
窓
口
は
行
政
だ
が
、
継

続
し
た
相
談
と
な
る
と
、
地
域
の
問

題
で
は
な
い
か
。
声
か
け
か
ら
始
ま

り
、
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
定

住
に
つ
な
が
る
。

姿
沼
澤
幸
広
委
員

　

今
年
度
の
住
民
会
の
会
計
は
移
住

し
て
こ
ら
れ
た
方
。
快
く
引
き
受
け

て
く
れ
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。

対
話
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

姿
向
山
富
夫
町
長

　

��
年
と
い
う
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
、
農
業
で
は
な
か
な
か
答
え
が

出
な
い
が
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
重

要
な
分
野
で
あ
る
。「
農
業
」
も
大

切
だ
が
「
農
家
」
を
守
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
る
。

町長との懇談会
～協働のまちづくりに向けて～

　協働のまちづくりに向けた基本方針や方策などを検討するため、関係団体からの推薦
や公募で選ばれた町民��人で構成する「協働のまちづくり推進委員会」。
　�月��日、町長と推進委員会委員の懇談会が役場で行われ、今年�月��日に開催した「ま
ちづくりフォーラム」を振り返りながら、参加者の声を踏まえて委員が感じたことを語
り合い、まちづくりについて考えました。
問合せ　町民生活課自治推進班　拶盈����

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
問
い
と
主
な
意
見

問　

��
年
後
の
理
想
の
か
み
ふ
と

は
、
ど
ん
な
ま
ち
で
す
か

・
か
み
ふ
の
農
産
物
を
守
る
ま
ち

・
移
住
者
に
寛
容
な
ま
ち

姿
菊
池
敏
朗
委
員

　

新
規
就
農
が
厳
し
い
ま
ち
と
あ
っ

た
が
、
移
住
者
全
般
に
言
え
る
と
思

う
。
移
住
者
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
の
共
有
で
き
る
も
の
が
な

い
こ
と
が
、
何
十
年
経
っ
て
も
よ
そ

者
の
よ
う
に
感
じ
る
一
因
で
は
。

問　

今
、
あ
な
た
が
「
か
み
ふ
っ

て
ど
ん
な
ま
ち
？
」
と
聞
か
れ
た

ら
、
ど
う
答
え
ま
す
か

・
安
全
、
安
心
な
お
い
し
い
農
産
物

の
ま
ち

・
新
規
就
農
・
移
住
が
厳
し
い
ま
ち

姿
森
本
委
員

　

東
中
地
区
の
就
農
者
は
、
周
り
に

よ
く
し
て
も
ら
い
今
が
あ
る
と
言
っ

て
い
た
。
東
中
は
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
地
区
だ
と
思
う
。
地
域
の
力
を

と
て
も
感
じ
る
。

姿
持
安
会
長

　

移
住
者
が
住
み
や
す
く
な
る
に

は
、
地
域
の
力
が
大
切
。
近
所
の
外

国
人
の
方
に
、
防
災
行
政
無
線
や
回

覧
板
の
説
明
の
ほ
か
、
各
種
手
続
き

に
同
行
で
支
援
し
た
。
上
富
良
野
は

よ
い
ま
ち
と
喜
ば
れ
て
い
る
。

姿
柴
田
委
員

　

近
く
に
親
切
な
方
が
い
る
と
地
域

に
溶
け
込
め
る
が
、
な
か
な
か
溶
け

込
め
ず
不
満
が
溜
ま
る
方
も
い
る
。
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そ
う
い
う
方
の
た
め
に
対
話
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
が
あ
れ
ば
い
い
。

移
住
住
宅
も
古
い
と
こ
ろ
が
多
く
、

住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
に
は
改

修
も
必
要
。
あ
と
、
町
内
の
家
賃
の

高
さ
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
と

感
じ
る
。

姿
町
長

　

条
件
不
利
地
に
新
規
就
農
者
を
受

け
入
れ
た
と
き
の
反
省
か
ら
、
職
業

と
し
て
農
業
を
成
り
立
た
せ
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
な
ど
に
よ
り
小
規
模
で

も
で
高
収
益
と
な
る
よ
う
な
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
多
く
が
成
功
し
て
い

る
。
就
農
が
厳
し
い
と
い
う
意
見
だ

が
、
本
人
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
協
力
も
必
要
。
北
海
道
の
人

は
、
元
来
誰
で
も
受
け
入
れ
る
気
質

を
持
っ
て
い
る
。

姿
水
島
睦
子
委
員

　

私
た
ち
の
年
代
に
は
考
え
も
つ
か

な
い
意
見
が
出
て
お
り
、
感
心
と
驚

き
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
。
今
は
自

宅
で
も
仕
事
は
で
き
る
。
情
報
も
行

政
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
発

信
す
る
こ
と
で
、
い
い
町
に
な
る
と

の
意
見
も
多
か
っ
た
。
若
い
議
員
が

活
躍
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
力
を

行
政
に
取
り
入
れ
る
と
も
っ
と
い
い

町
に
な
る
。

姿
持
安
会
長

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
若
い
方
々
に

引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た
。
多
様
な

考
え
方
を
持
っ
て
お
り
、
自
由
に
意

見
を
言
え
る
場
作
り
を
す
る
こ
と

で
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
が
地

域
力
を
上
げ
て
い
く
と
思
う
。

姿
黒
川
美
知
子
委
員

　

赤
え
ん
ど
う
を
特
産
品
と
し
、
６

次
産
業
化
す
る
こ
と
で
雇
用
の
問
題

も
少
し
は
解
消
し
、
活
性
化
す
る
の

で
は
。
ま
た
、
流
行
し
て
い
る
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
の
施
設
が
あ
る
と
、
移
住

い
う
雰
囲
気
作
り
に
知
恵
を
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

泥
流
地
帯
の
映
画
化
で
は
、
ロ
ケ

を
通
じ
て
魅
力
ア
ッ
プ
や
閑
散
期
に

も
人
が
訪
れ
る
仕
掛
け
作
り
を
し
た

い
。
映
画
制
作
の
状
況
は
、
我
々
の

思
い
と
制
作
会
社
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
れ
ば
、
発
表
で
き
る
。

　

行
政
課
題
や
要
望
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
応
え
て
い
け
な
い
も
ど
か

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
体
力
増

進
に
利
用
で
き
る
。

姿
柴
田
委
員

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

お
店
の
オ
ー
プ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
発
信
す
る
「
か
み
ふ
の
い
い
と
こ

教
え
た
い
」
が
発
足
し
た
。
現
在
情

報
発
信
者
��
人
で
発
信
し
て
い
る
。

姿
持
安
会
長

　

大
町
住
民
会
で
は
、
定
期
的
に
課

題
解
決
を
話
し
合
う
場
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
町
内

全
体
に
も
声
か
け
を
し
た
い
。

姿
菊
池
委
員

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
谷
間
を
埋
め
る

の
が
泥
流
地
帯
の
映
画
化
だ
と
思

う
。
商
業
、
観
光
の
事
業
者
は
期
待

し
て
い
る
が
、
現
況
を
知
り
た
い
。

姿
森
本
委
員

　

富
良
野
や
美
瑛
の
よ
う
に
観
光
で

利
益
を
得
る
ま
ち
づ
く
り
は
当
た
り

前
で
、
利
益
の
出
な
い
も
の
に
は
な

ら
な
い
。
自
然
を
守
る
こ
と
と
、
ま

ち
づ
く
り
を
両
立
す
る
方
法
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

姿
町
長

　

上
富
良
野
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る

住
宅
情
報
の
発
信
も
大
切
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

移
住
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
点
を
置

き
、
地
域
で
の
迎
え
方
を
考
え
な
が

ら
「
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
ま
ち
」
と

まちづくりフォーラムの様子��月��日開催�

問　

��
年
後
、
理
想
を
叶
え
る
に
は

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か

・
移
住
者
の
声
を
生
か
し
人
口
増
加

・
町
外
へ
の
軽
易
な
情
報
発
信

・
地
産
素
材
の
特
産
品
開
発
に
力
を

結
集

し
さ
は
常
々
感
じ
て
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
は
行
政
、
議
会
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
を
巻
き
込
ま
な
け
れ

ば
で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た
対
話
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

ま
ち
に
優
し
い
方
は
多
い
が
、
覇

気
を
感
じ
る
方
が
少
な
い
よ
う
に
思

う
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
旗
振
り
役
が

数
人
い
れ
ば
変
わ
る
の
で
、
ま
ち
づ

く
り
を
一
緒
に
し
た
い
。
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日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん

に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

適
切
な
受
診
間
隔
で
が
ん
検
診
を

受
け
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
セ
ッ
ト
健

診
や
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

四
健
診
の
種
類
と
対
象
者

・
特
定
健
診
止
��
～
��
歳
の
国
民
健

康
保
険
の
方

※
��
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険
の
加

入
手
続
き
を
さ
れ
た
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い

・
後
期
高
齢
者
健
診
止
��
歳
以
上
、

��
歳
以
上
の
一
部

・
若
年
者
健
診
止
��
歳
以
上

・
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
被
扶
養
者
の
特
定
健
診
止

��
～
��
歳
の
被
扶
養
者

※
ご
加
入
の
健
康
保
険
が
発
行
す
る

特
定
健
診
受
診
券
が
必
要
と
な
り

ま
す

・
か
み
ふ
っ
子
健
診
止
小
学
５
年

生
、
中
学
２
年
生

特
定
健
診

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

が
ん
検
診
で
早
期
発
見

四
国
保
で
次
に
該
当
す
る
方

繋
通
院
中
の
方

　

定
期
的
に
医
療
機
関
に
通
院
中
の

方
も
、
特
定
健
診
の
対
象
で
す
。
生

活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方
も
、
健
診

結
果
か
ら
生
活
習
慣
を
一
緒
に
考

え
、
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

罫
職
場
健
診
を
受
け
て
い
る
方

　

特
定
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
健
診
結
果
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
特
定
健
診
の
受
診

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
職
場

健
診
の
結
果
を
提
出
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
願
い
ま
す
。

茎
職
場
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
さ

れ
た
方

　

受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

�

昭
和

��
年
４
月
２
日
～
��
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性

�

は
、
特
定
健
診
時
に

同
時
受
診
で
き
ま
す
。
受
け
て
い
な

い
方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

風
し
ん
抗
体
価
検
査

肺
が
ん
の
原
因
と
し
て
判
明
し
て

い
る
「
た
ば
こ
」。
喫
煙
し
な
く
て

も
発
症
す
る
可
能
性
は
あ
り
、
最
近

は
喫
煙
し
な
い
女
性
が
多
く
発
症
し

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

職
場
健
診
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
が
無
い
方
、
特
定
健
診
で
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
、
��

歳
以
上
の
方
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
検
診

四
��
月
��
日

�

火

�

～
��
日

�

木

�

対
象　

��
歳
以
上
の
方

検
査　

胸
部
Ｘ
線
検
査�

レ
ン
ト
ゲ

ン�

セ
ッ
ト
健
診

特
定
健
診
と
同
時
受
診
Ｏ
Ｋ
！

四
��
月
��
日

�

火

�

四
胃
が
ん
検
診

対
象　

��
歳
以
上
の
方

検
査　

胃
バ
リ
ウ
ム
検
査

四
大
腸
が
ん
検
診

対
象　

��
歳
以
上
の
方

レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

特
定
健
診
と
同
時
受
診
Ｏ
Ｋ
！

四
��
月
��
日

�

木

�

四
乳
が
ん
検
診

対
象　

��
歳
以
上
の
方

四
子
宮
が
ん
検
診

対
象　

��
歳
以
上
の
方

毎年
受けよう

毎年
受けよう

�年に一度

受けよう

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班　

拶
盈
６
９
８
７
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かみふっ子健診 若年者健診 特定健診 後期高齢者健診

年齢
令和�年�月��

日現在

小学�年生
中学�年生

��～��歳
昭和��年�月�日～

平成��年�月��日生まれ

��～��歳
昭和��年�月�日～

昭和��年�月��日生まれ

��歳以上
昭和��年�月��日

以前生まれ
一部の��歳以上

加入している
健康保険

全ての健康保険
国民健康

保険
被用者保険
�国保以外�

国民健康保険
被用者保険
�国保以外�

後期高齢者
医療保険

特定健康診査
受診券

持参不要
�町の独自事業�

持参不要
�町の独自事業�

�月下旬に
個別案内

持参必要
健康保険に確認

�月下旬に
個別案内

申込みの有無
事前に必要
�個別案内�

不要 事前に必要 不要
事前に
必要

不要

内容

身体測定
血圧測定
尿検査

血液検査

身体測定
血圧測定
尿検査

血液検査
診察

【共通】身体測定、血圧測定、
尿検査、血液検査、診察

身体測定�腹囲以外�、
血圧測定、血液検査、

尿検査、診察
【追加】血液検査、

心電図検査

【追加】血液検査、
眼底検査、

心電図

健康保険に
よって異なる

受診料 無料
課税世帯　  �����円
非課税世帯　  ���円

課税世帯   �����円
非課税世帯�����円

健康保険に確認 ���円

同
時

肺がん・
結核検診

― �胸部 X 線検査�無料

オ
プ
シ
ョ
ン

大腸がん
検診

―

�便潜血検査�※要申込み
課税世帯　���円　非課税世帯���円

※要申込み
���円

前立腺が
ん検診

�血液検査�　※要申込み
��歳以上の男性　�����円

日時
�全て��月�

・��日�月������、�����
・��日�火�～��日�水�
　����
・��日�木�����

��日�水�
����～�����

��日�水�
����～�����

��日�火�
����～�����

��日�水�
����～�����

持参するもの 問診票など送付した書類
保険者証、受診料、問
診票など送付した書類

保険者証、受診券、受診料、問診票など送付した書類

健診日程 会場　保健福祉総合センターかみん
※受診料区分の「課税世帯」「非課税世帯」は住民税所得割の課税状況のことです

料金区分
年齢
�歳�

レディース健診 セット健診

��歳以上の女性 ��歳以上の方

課税世帯 非課税世帯 課税世帯 非課税世帯

特定健診
若年者健診

後期高齢者健診

��～�� �����円 ���円 �����円 ���円

��～�� �����円 �����円 �����円 �����円

��以上 ���円 ���円

��歳以上の被扶養者の方は、健康保険にお問合せください

検
査
内
容
と
料
金

肺がん・結核
検診�胸部X線�

��以上 無料 無料

子宮頸部がん
検診�細胞診、
超音波�※

��～�� �����円 ���円

��以上 ���円

乳がん検診
�マンモグラ
フィー�※

��～�� �����円 ���円

��以上 �����円 ���円

��以上 ���円

胃がん検診
�バリウム�

��～�� ― ���円 ���円

��以上 ― ���円

大腸がん検診
�便潜血検査�

��～�� ���円 ���円 ���円 ���円

��以上 ���円 ���円

日時
�全て��月�

��日�木�
����～�時間刻みに開始

�最終������

��日�火�
����～��分刻みに開始

�最終����受付�

申込み 事前申込みが必要 事前申込みが必要

がん検診

肺がん・
結核検診

前立腺がん
検診

検査
内容

胸部 X 線検査
PSA 検査

�血液検査�

対象

【肺がん検診】
��歳以上

【結核検診】
��歳以上

��歳以上の
男性

料金

無料

�����円
※必要時、かくた

ん検査�喫煙者�
課税世帯   ���円
非課税世帯���円

日時

�全て

��月�

国保
��日�水�

����～�����

国保

以外

��日�火�
����～�����

申込み 個別案内 要申込み

※子宮がん検診と乳がん検診は、�年に一
度、町の助成が受けられます。昨年度
助成を受けた方は全額自己負担となり
ます�無料クーポン券対象者は除く�
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身
体
障
害
者
手
帳

　

次
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
程
度
に
よ
っ
て
１
～
６
級
に
区
分
さ
れ

ま
す
。

・
視
覚
障
害

・
聴
覚
、
平
衡
機
能
障
害

療
育
手
帳

　

知
的
障
が
い
者

�

児

�

の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
程
度
は
軽
度
、
中
度
、
重
度
、

最
重
度
の
４
段
階
と
な
り
、
手
帳
は
Ａ

�

重

度
、
最
重
度

�

と
Ｂ

�

軽
度
、
中
度

�

に
区
分

さ
れ
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
１
～
３
級
に

区
分
さ
れ
、
有
効
期
間
が
２
年
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

各
種
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
医
師

の
診
断
や
相
談
所
で
の
判
定
が
必
要
で
す
。

交
通
費
の
助
成

・
Ｊ
Ｒ
鉄
道
運
賃

　

身
体
障
害
者
手
帳

か
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方

※
種
別
に
よ
っ
て
割

引
率
は
異
な
り
ま

す
・
航
空
運
賃

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
満
��
歳
以
上
の
方
で
、
定
期
航
空
路
線
の

国
内
線
を
利
用
す
る
方

※
航
空
会
社
に
よ
っ
て
割
引
率
が
異
な
り
ま

す
・
タ
ク
シ
ー
運
賃

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お
持
ち

で
、
乗
車
時
に
手
帳
を
提
示
し
た
場
合
、
１

割
引
と
な
り
ま
す

税
の
減
免

・
所
得
税
、
住
民
税
の
控
除

・
自
動
車
税
の
減
免

・
軽
自
動
車
税
の
減
免

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
難
病
患
者
が
利
用
で

き
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
の
量
や
支
給
期

間
な
ど
を
記
し
た

受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
、
事
業
者

と
契
約
し
て
利
用

し
ま
す
。
左
記
は
一
例
で
す
。

介護給付

・ホームヘルプ
・短期入所
・療養介護
・生活介護
・施設入所

訓練給付

・就労移行支援
・就労継続支援�Ａ�
・就労継続支援�Ｂ�
・グループホーム

介
護
給
付
は
支
給
決
定
に
あ
た
り
、
障
が

い
程
度
区
分
の
認
定
が
必
要
な
た
め
、
障
害

認
定
審
査
会
で
障
が
い
程
度
区
分
を
判
定
し

ま
す
。

※
児
童
は
除
く

障
が
い
児
向
け
サ
ー
ビ
ス

・
障
が
い
児
通
所
支
援

　

障
が
い
や
難
病
の
児
童
な
ど
に
日
常
生
活

の
基
本
動
作
や
集
団
へ
の
適
応
訓
練
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す

地
域
生
活
支
援
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
ま
す
。
移

動
支
援
、
日
中
一
時
支
援
な
ど
が
費
用
の
一

ご
存
じ
で
す
か
？

障
が
い
が
あ
る
方
の
福
祉
制
度

助
成
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
障
が
い
の
種
別
や
等
級

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
や
割
引
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班　

拶
盈
６
９
８
７

身体障害者手帳
�見本�

・
音
声
・
言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害

・
肢
体
不
自
由

�

上
肢
、
下
肢
、
体
幹
な
ど

�

・
内
臓
機
能
障
害

�

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
免
疫
な
ど

�

交
付
さ
れ
る
手
帳

受
け
ら
れ
る
助
成
制
度

部
負
担
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
と
相
談
支
援
事
業
は

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
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楽しく学ぼう
いつまでも！ 生 涯 学 習 報情 申込み・問合せ

　教育振興課社会教育班   拶盈����

家庭教育シリーズ　第���号

　　　「人生、柔らかく」

　　　　　　　　　　　上富良野中学校長　中川季賢

この文が皆さまの目に触れるころは、ちょうど学校が
夏休み真っ最中のことだろうか。子どもたちにとって長
期休業は、大いに楽しみの時期である�教職員にとって
も勤務日ではあるが、比較的じっくり仕事に取り組める
ので、同様にうれしいものであるが…�。子どもたちと
は反対に、我が家もそうであったが親にとっては、つら
い��日間と言われることも多い。昼食を作ったり、無計
画に過ごす我が子を心配して小言が出てしまったり、と
かくストレスが溜まるということはよく聞く話である。
まして中学生ともなると、反抗期を迎える子どもも多い。

私が担任をしていたころ、教育相談でよく話題に上
るのが「反抗期」についてであった。「先生、ちょっと
聞いてください。家では何か言うと子どもが『うるせえ
な！』と口の利き方が悪いものですから『何なの。その
口の利き方は！』と、いつも言い合いになって困ってい
ます。」こんな日常会話、心当たりのある家庭も少なく
ないのではないだろうか。そんなとき私は、教員として
の恩師の言葉を用いて激励をしてきた。「洗い物をして
いたとき、手が滑ってコップが皿に落ちてしまった。そ
の結果両方とも割れてしまった。もし、コップと皿がそ
れぞれ口を利けるのであれば、コップは皿が下にあった
から割れてしまったと言うだろうし、皿はコップが落ち
てきたから割れてしまったと言うだろう。でもどちらか
が、ゴムのような柔らかい素材のものだったら割れない
で済んだはず」そこまで話すと保護者も賢く「どちらか
が柔らかくならないと、ぶつかり合うものですね」と子
どもを負かすことよりも、親�大人�が成長することの大
切さを感じたようだった。

このコップの話は私にとっても、一社会人や教員とし
て生活していくうえでの指針になっている。人と人とが
コミュニケーションを図っていくうえで、同様のことは
これまでもたくさんあった。若いころは、生徒指導に熱
が入り、つい手をあげそうになったこともある。そんな
ときこの話を思い出し、反省し、日ごろから、自分自身
が柔らかな素材になるよう心掛けてきた。どんなことに
も振り回されない、揺るぎない自分になりたいものだと
思ってきたが、年を重ねてきた現在、果たしてどれくら
い達成できているだろう。

第
56
回
総
合
文
化
祭

家庭教育シリーズ　第���号

　　　「真似�まね�ること」

　　　　　　　　　　　上富良野西小校長　今村雅之

高橋優さんという歌手の曲「サンドイッチ」から歌詞

の一部です。

コンビニに入ろうとしたとき　

すれ違う人とぶつかった

ふいに謝ろうとしたのに　

舌打ちをされてカチンときた

イヤフォンを詰め込んだ耳　携帯いじりの左手

右手はポケットに突っ込んで　

あまった口で舌打ちですか

中略）

コンビニを出ようとしたとき　

すれ違う子供がいたから

ふいに扉が閉まるのを　去り際の手でおさえたのさ

子供の後ろの母さんが「ありがとう」て僕に微笑んだ

ほんの２秒ぐらいの出来事だけど　

なんか晴れわたるような気分

ここに出てくるお母さんと一緒の子どもは「扉を手で

押さえた僕」の姿、「ありがとうと微笑んだお母さん」

の姿を見て、どう思ったのでしょうか。

「学ぶ」は「真似ぶ�まねぶ�」から転じた言葉とされ

ることがあります。「親の背を見て子は育つ」とあるよ

うに、子どもは大人を見てその行動を真似る「学ぶ」。

そして、考え方も真似る「学ぶ」のではないでしょうか。

学校教育でも「上級生は下級生のお手本なのだから、廊

下は静かに歩きましょう」など、上級生の行動を見習う

よう指導する場面があります。

子どもたちがこれから生きる社会は、変化が激しく、

予測困難な時代といわれています。しかし、子どもたち

に関わる人たちは、昔も今も、そして未来も変わらない

ものでありたいと願います。「扉を手で押さえた僕」「あ

りがとうと微笑んだお母さん」。構えず自然に出た所作

や言葉から、優しい気持ちや人を気遣う気持ちが伝わっ

てきます。大人は子どものお手本となり、子どもが成長

し大人になり、その姿を子どもに見せる。大人はいつの

時代でも、子どもたちのお手本だと思います。

上
富
良
野
町
成
人
式

11
月
２
日

�

土

�

～

４
日

�

月

�

の
３
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
ま

す
。
詳
細
は
10
月
25

日
発
行
の
「
広
報
か

み
ふ
ら
の
お
知
ら
せ

版
」
に
折
り
込
み
の

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
容
・
日
時
・
場
所

司
総
合
展
示

児
童
生
徒
・
町
民
作
品
展
、
文
化
連
盟
作

品
展
ほ
か

日
時　

11
月
２
日

�

土

�　
　
　

９
～
20
時

　
　
　

11
月
３
日

�

日
・
祝

�　

９
～
20
時

　
　
　

11
月
４
日

�

月

�　
　
　

９
～
16
時

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ア
リ
ー
ナ
・
ラ
ウ
ン
ジ

司
郷
土
館
特
別
展
示

「
か
み
ふ
ら
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
で
振
り

返
る
平
成
の
30
年

日
時　

総
合
展
示
と
同
日
程

会
場　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
小
集
会
室

司
各
種
事
業

11
月
２
日

�

土

�　

小
さ
な
音
楽
会

11
月
３
日

�

日
・
祝

�　

表
彰
式
、
少
年
の
主

張
上
川
地
区
大
会
出
場
者
発
表
、
芸
能
発

表
、
町
民
茶
会
、
書
道
体
験
、
手
作
り
石

け
ん
配
布
、上
富
良
野
高
校
「
泥
流
地
帯
」

映
画
化
応
援
隊
に
よ
る
朗
読
劇
、
町
民
ダ

ン
ス
の
集
い
、
か
み
ふ
ら
の
軽
ト
ラ
市

11
月
４
日

�

月

�　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
町

民
コ
ン
サ
ー
ト

司
舞
台
塾
ふ
ら
の
事
業
「
愛
の
書
く
物
語
」

日
時　

11
月
18
日

�

月

�

、
19
日

�

火

�

　
　
　
　

18
時
開
場
、
18
時
30
分
開
演

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

入
場
料　

・
大
人　

800
円

�

前
売
り

�

、
１
千
円

�

当
日

�
・
小
中
高
生　

150
円

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

※
前
売
り
券
は
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
で
販
売
。
全
て
自
由
席
で
、
販

売
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

町
内
在
住
の
対
象

者
に
は
、
12
月
に
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま

す
。
町
外
に
お
住
ま

い
で
出
席
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
11
月
22
日

�

金

�

ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
２
年
１
月
12
日

�

日

�

　
　
　
　

受
付　

12
時
30
分

　
　
　
　

式
典　

13
時
30
分
～
15
時

�

予
定

�

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

対
象　

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
総
合

文
化
祭
開
催
の
た
め
次
の
期
間
、
全
館

利
用
休
止
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
28
日

�

月

�

～

　
　
　

11
月
５
日

�

火

�

12
時
ま
で
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福
祉
の
輪
を
広
げ
よ
う

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
広
場

9/1

防
災
に
対
す
る
備
え
を
振

り
返
ろ
う
　
防
災
フ
ェ
ス

9/8

卓
球
の
全
道
大
会
へ
出
場

　

　
　
　
　
報
奨
金
授
与
式

9/11

町
内
を
自
転
車
で
ま
わ
ろ

う
！
　
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ダ
ル

9/15

風船を落とさないよう慎重に…

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選
手
参
加
報
奨
金

の
授
与
式
が
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
「
２
０
１
９
年
度
北
海
道
卓
球
選
手
権

大
会

�

旭
川
市

�

」
の
カ
デ
ッ
ト
の
部
シ
ン
グ
ル

ス
に
出
場
す
る
上
富
良
野
中
学
校
の
女
子
卓

球
部
員
な
ど
に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

秋
山
杏
可

�

き
ょ
う
か

�

部
長
は
大
会
に
向

け
て
「
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
、
全

体
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
と
に
か
く
練
習

を
積
ん
で
い
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し

た
。結

果
は
惜
し
く
も
全
員
が
予
選
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。

第
27
回
か
み
ふ
ら
の
ふ
れ
あ
い
広
場
が
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
900
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
福
祉
運
動
会
に
は

老
人
ク
ラ
ブ
や
福
祉
団
体
な
ど
が
参
加
。
玉

入
れ
や
お
玉
リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
で
交
流
が

行
わ
れ
、
休
憩
時
間
に
は
上
富
良
野
駐
屯
地

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
昨
年
よ
り
休
憩
が
長
く
な
っ
た

の
で
、
地
域
の
交
流
が
そ
の
分
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
車
い
す
や
手

話
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
武
道
館
で
は
ふ

ま
ね
っ
と
運
動
体
験
、
子
ど
も
広
場
が
行
わ

れ
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ
、

大
町
住
民
会
の
「
大
町
防
災
フ
ェ
ス
」
が
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ

れ
、
町
内
会
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
防
災
フ
ェ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
硬
い
雰

囲
気
だ
っ
た
防
災
訓
練
を
見
直
し
、
防
災
意

識
を
高
め
な
が
ら
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
場

と
し
て
開
催
。
持
安
弘
行
防
災
士
が
講
師
と

な
り
、
地
震
を
想
定
し
て
一
斉
に
行
動
す
る

訓
練
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
実
施
し
た
ほ

か
、
身
近
な
防
災
用
品
の
展
示
、
災
害
用
に

備
蓄
し
て
い
る
か
ま
ど
で
ご
飯
を
炊
い
て

作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
試
食
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
縁
日
風
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
用
意
さ
れ
、
世
代
を
超
え
て
交
流
し
て
い

ま
し
た
。

防災用品を手に取って見る参加者

それぞれの抱負を胸にいざ大会へ

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
に
自
転
車
愛
好

家
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
」
が
多
く
訪
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
平
成
��
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
、
自
転
車
で
か
み
ふ
ら
の
八
景
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
り
、
集
め

た
ポ
イ
ン
ト
を
元
に
抽
選
会
に
参
加
。「
ま

登り切った後の下りはスイスイ

ポイントゲット！�千望峠�

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ダ
ル
２
０
１
９
が
町
内
で
行

わ
れ
、
町
民
を
は
じ
め
道
内
外
か
ら
��
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

わ
れ
ば
ま
わ
る
ほ
ど
」

ふ
ら
の
和
牛
な
ど
の
豪

華
な
特
産
品
を
狙
え
ま

す
。
参
加
者
が
乗
る

自
転
車
は
折
り
畳
み
自

転
車
か
ら
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
体

力
や
目
標
に
合
わ
せ
て

各
々
の
ペ
ー
ス
で
走
行

し
ま
し
た
。
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今
後
も
健
康
で
長
生
き
を

　
　
　
長
寿
を
祝
う
会

9/18

楽
し
く
制
度
を
理
解

　
成
年
後
見
制
度
研
修
会

9/18

雑
貨
や
新
鮮
野
菜
を
販
売

　
か
み
ふ
ら
の
ま
る
し
ぇ

9/21

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
ご
存

知
で
す
か
？　

成
年
後
見
制
度
～
寸
劇
時
代

劇
編
」
が
り
ん
ど
う
法
律
事
務
所

�

旭
川
市

�

の
富
田
佳
祐
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ
れ
、

町
民
な
ど
79
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
職
員
な
ど
が
寸
劇
を
演
じ
、

場
面
ご
と
に
富
田
弁
護
士
が
後
見
の
内
容
や

申
立
人
に
つ
い
て
解
説
。
参
加
者
は
楽
し
く

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

次
年
度
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

控
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
者
は
「
超

高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
成
年
後
見
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
、

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

劇中には制度に関するクイズが出題

か
み
ま
る
実
行
委
員

�

嶋
崎
貴
子
会
長

�

に

よ
る
「
か
み
ふ
ら
の
ま
る
し
ぇ
」
が
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
。
町
内
外

の
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
愛
好
者
な
ど
34
団
体
に
よ

る
手
作
り
雑
貨
や
新
鮮
野
菜
の
販
売
の
ほ

か
、
手
作
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
「
音
楽
を
楽
し

み
な
が
ら
買
い
物
し
て
ほ
し
い
」
と
上
富
良

野
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
作
り
を
体
験
し
た
小

学
生
は
「
作
品
を
家
の
窓
に
飾
る
の
が
楽
し

み
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
上
富
良
野
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
補

助
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

9/28第
48
回
十
勝
岳
紅
葉
ま
つ
り
が
９
月
28
～

29
日
の
２
日
間
、
見
晴
台
公
園
と
十
勝
岳
温

泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
晴
台
公
園
で
は
、
町
内
産
野
菜
の
販
売

の
ほ
か
、
じ
ゃ
が
い
も
や
と
う
も
ろ
こ
し
の

無
料
試
食
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
用
意
し

た
100
食
が
す
ぐ
に
無
く
な
る
ほ
ど
の
大
盛

況
。
十
勝
岳
温
泉
に
は
、
秋
晴
れ
の
天
候
も

手
伝
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
湯
元
凌

雲
閣
の
テ
ラ
ス
か
ら
眺
め
る
赤
や
黄
色
に
染

ま
っ
た
十
勝
岳
連
峰
に
「
す
ご
く
き
れ
い
」

と
の
感
想
も
聞
か
れ
、
記
念
撮
影
を
楽
し
む

方
も
い
ま
し
た
。

思わず見とれるアクセサリーがずらり

賞状を読み上げる向山町長�写真左�

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ

ツ
で
入
所
者
を
対
象
に
第
��
回
長
寿
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
向
山
富
夫
町
長
が
「
新
し
い
元
号

「
令
和
」
を
迎
え
、
良
い
こ
と
が
待
っ
て
い

ま
す
。
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
町
も
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
���
歳
以
上
の

方
へ
は
町
か
ら
花
束
、
白
寿
の
方
に
は
町
や

国
な
ど
か
ら
賞
状
と
銀
杯
、
お
祝
い
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
文
化
連
盟
の
孝
山
会
上
富

良
野
教
室
、
上
富
良
野
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協

会
に
よ
る
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
��
日
に
は
食
事
会
が
開
か
れ
、
普
段
よ

り
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
で
、
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

紅
葉
と
秋
の
味
覚
を
満
喫

　
　
十
勝
岳
紅
葉
ま
つ
り

十勝岳連峰の紅葉を楽しむ観光客



福
祉

成
年
後
見
制
度
研
修
会

「
楽
し
く
学
べ
る
成
年
後
見
制
度

～
落
語
編
～
」
と
題
し
て
、
落
語
を

通
し
て
楽
し
く
制
度
を
学
ぶ
研
修
会

募
集

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

町
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
計
画

の
立
案
や
事
業
の
評
価
を
行
う
た
め

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
際
は
、
託
児
の
利
用
が
で

き
ま
す
。

応
募
要
件　

子
育
て
中
の
父
母
で
あ

る
町
民

任
期　

11
月
～
令
和
３
年
10
月

募
集
人
員　

４
人

※
募
集
人
員
を
越
え
た
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す

募
集
期
限　

10
月
25
日

�

金

�

ま
で
に

公
募
委
員
申
込
書
を
提
出

※
申
込
書
は
左
記
の
窓
口
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n
.kam

ifu
ran

o
.jp

/

in
dex

.p
h
p
?
id=1

2
9
9

申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日

�

土

�

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん

講
師

　
落
語
家

　
林
家
と
ん
で
ん
平

　

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

10
月
31
日

�

木

�

申
込
み
・
問
合
せ　

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
３
５
０
５

広報かみふらの 2019.10  餓

information
お知らせ

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

　
�

在
宅
福
祉
事
業

�

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
か
独
居

世
帯

・
障
が
い
や
身
体
が
弱
い
な
ど
に
よ

り
自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
方

・
同
居
者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
り
、
町
税
や
介
護
保
険
料
に
滞

納
が
な
い
こ
と

内
容　

お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の
積
雪

が
あ
っ
た
場
合
に
緊
急
時
の
通
路

と
し
て
必
要
な
範
囲

�

車
庫
、
物

置
は
除
く

�

を
除
雪
し
ま
す

除
雪
期
間

　

11
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日

利
用
料　

15
分
75
円

※
申
込
み
の
際
は
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　

拶
盈
６
９
８
７

　

各
地
区
の
民
生
児
童
委
員

司
除
雪
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
作
業
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

内
容　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
宅
の

除
雪

対
象　

健
康
な
方

賃
金　

１
時
間
１
千
650
円

※
臨
時
的
に
上
富
良
野
町
高
齢
者
事

業
団
に
所
属
し
、
保
険
の
加
入
、

賃
金
の
支
払
い
を
行
い
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
３
５
０
５

有料広告募集中！
広報かみふらのに掲載いただける

有料広告を募集しています。町内全

域に配布する広報紙で宣伝してみま

せんか？

サイズ・掲載料��回につき�

　縦�����×横 �����　 �����円

　縦�����×横������　������円

申込み・問合せ

　町民生活課自治推進班　拶盈����

教
育
長
・
教
育
委
員
・
監
査
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
さ
れ
ま
し
た

町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
、
10
月
１
日
付
け
で
教
育
長
と
教

育
委
員
、
監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

司
教
育
長

司
監
査
委
員

司
教
育
委
員

問
合
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
４
０
０

叙位伝達式

�月��日に故山本政夫さんへの

正七位の叙位伝達式が行われ、

向山富夫町長から妻の比早子さ

んに位記が手渡されました。

故山本さんは昭和��年に消防

士となり、平成�年から平成��年

まで上川南部消防事務組合の消

防司令を務めました。

服
は っ と り

部 久
ひさかず

和
�再任�

四
し か ま

釜 充
みつひろ

啓
�新任�

三
み く ま

熊 邦彦
ひこ

�再任�
中
な か た

田 繁
しげとし

利
�新任�



今月の

年金
のお話

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
　
　
　
　
　

困
難
な
と
き
は
…

司
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
方
で

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
、

失
業
に
よ
っ
て
納
付
が
で
き
な
い
方

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
か

一
部
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

免
除
の
区
分

①
全
額
免
除

　

納
付
月
額　

０
円

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合　

１
／
２

②
４
分
の
３
免
除

　

納
付
月
額　

４
千
100
円

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合　

５
／
８　

③
半
額
免
除

　

納
付
月
額　

８
千
210
円

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合　

３
／
４

④
４
分
の
１
免
除

　

納
付
月
額　

１
万
２
千
310
円

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合　

７
／
８

※
一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ

き
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
未

納
扱
い
に
な
り
、
当
該
期
間
分
が

将
来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
障
害
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の

事
態
が
生
じ
た
際
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

出
張
年
金
相
談
所

　

１
週
間
前
ま
で
の
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

日
時　

11
月
14
日

�

木

�

　
　
　
　

10
～
16
時
30
分

場
所　

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

司
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
基
準

額
以
下
の
方
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
に
な
り

ま
す
。

当
該
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
、
未
納
扱
い
に
な
り
ま
せ
ん
が

追
納
さ
れ
な
い
限
り
、
年
金
受
給
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　

拶
盈
６
９
８
５

　

旭
川
年
金
事
務
所

　

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１　

information
お知らせ

駕 広報かみふらの 2019.10

��月は「里親月間」です

厚生労働省では、毎年��月を「里親月間�里親を求

める運動�」と定めて、里親制度に関する普及活動を

行っています。

同制度は、親の病気や離婚などの諸事情により家庭

で暮らせなくなった子どもに、温かい愛情と正しい理

解を持った家庭環境を提供する制度です。子どもが好

きな健康で明るい家庭であれば、どなたでも申込むこ

とができます。気軽にご相談ください。

問合せ　保健福祉課子育て支援班　拶盈����

必ずチェック最低賃金！　使用者も労働者も

道内で事業を営む使用者とその事業場で働く全ての

労働者�臨時職員、パートタイマー、アルバイトなど

を含む�に適用される北海道最低賃金が、次のとおり

改定されました。

最低賃金額　　　　　時間額　���円

効力発生年月日　　　令和元年��月�日
問合せ　旭川労働基準監督署　拶����‐��‐����

介
護

介
護
予
防
教
室

　
　

「
わ
い
わ
い
広
っ
ぱ
」

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
介
護
士
に

よ
る
介
護
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日

�

日

�　

10
時

場
所　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

内
容　

高
齢
者
が
安
心
し
て
入
浴
す

る
た
め
の
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
、
施

設
浴
室
で
の
入
浴
介
助
な
ど

参
加
料　

無
料

定
員　

30
人

�

先
着
順

�

※
希
望
者
に
は
送
迎
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
２
３
０
０

広
聴

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

募
集
結
果

第
２
期
上
富
良
野
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
は
、
意
見
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
施
期
間　

８
月
９
日
～
９
月
９
日

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

そ
の
他

木
材
や
落
ち
葉
を

　
　

探
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

島
津
公
園
内
に
伐
採
木
、
落
ち
葉

の
堆
積
場
所
を
設
け
、
燃
料
や
堆
肥

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
方
に
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

必
要
な
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

建
設
水
道
課
建
築
施
設
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
１

空
き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン

ク町
内
の
空
き
家
や
空
き
地
を
有
効

活
用
し
、
定
住
や
移
住
を
促
進
す
る

こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
「
空

き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク
」
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

売
買
や
賃
貸
の
可
能
な
空
き
家
や

空
き
地
を
所
有
者
に
申
請
し
て
い
た

だ
き
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�

移
住

相
談
窓
口

�

で
情
報
を
発
信
し
て
い

定
住
・
移
住

ま
す
。

※
不
動
産
物
件
を
仲
介
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

登
録
方
法　

登
録
申
請
書
、
同
意
書

と
物
件
写
真
、
間
取
り
図
な
ど
の

必
要
書
類
を
提
出

申
込
み
・
問
合
せ　

　

企
画
商
工
観
光
課
企
画
政
策
班　

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
９
４



「ちょこっと自慢できる趣味、特技」を募集中！　町民生活課自治推進班拶盈����

  ねぇねぇ
      見て見て！

わたしの

ちょこっと自慢
富町�丁目　福士一義さん

「カスタマイズスクーター」

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
ら

炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

秋
の
火
災
予
防
運
動

広報かみふらの 2019.10  介

���
呪
ス
ク
ー
タ
ー
に
自
作
の
け
ん

引
ト
レ
ー
ラ
ー
を
取
り
付
け
る
な
ど
約

３
年
前
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
ま
し
た
。

釣
り
や
ツ
ー
リ
ン
グ
が
趣
味
の
た

め
、
ス
ク
ー
タ
ー
に
荷
物
を
ど
う
載
せ

る
か
考
え
た
結
果
、
自
動
車
の
ル
ー
フ

ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
て
ト
レ
ー
ラ
ー

を
制
作
し
よ
う
と
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。

シ
ャ
フ
ト
を
溶
接
し
、
タ
イ
ヤ
を
付

け
、
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
も
点
灯
し
ま

す
。
他
に
も
ス
ク
ー
タ
ー
に
は
、
オ
ー

デ
ィ
オ
や
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
収
納

す
る
カ
ゴ
な
ど
も
搭
載
。
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
に
法
令
違
反
が
な
い
こ
と
は
警
察
署

で
確
認
を
受
け
て
お
り
、
実
用
性
だ
け

で
な
く
、
黒
と
ゴ
ー
ル
ド
の
塗
装
で

か
っ
こ
よ
さ
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

遠
出
で
の
乗
り
心
地
は
「
最
高
！
」

で
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
釣
り
場
で
は
、
注

目
を
集
め
人
だ
か
り
が
で
き
る
ほ
ど
。

今
後
は
塗
装
を
直
し
つ
つ
、
長
く
乗
り

続
け
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

アイディアが詰まった自慢の車体

実
施
期
間  

��
月
��
日

�

火

�

～
��
日

�

木

�

全
国
統
一
防
火
標
語

　
ひ
と
つ
ず
つ

　

　
　
　
　
い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

秋
は
空
気
が
乾
燥
す
る
ほ
か
、
暖
房
を

使
い
始
め
る
時
期
で
あ
り
、
機
器
か
ら
出

火
す
る
な
ど
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
た
め
「
命
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

繋
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

罫
燃
え
や
す
い

も
の
は
、
ス

ト
ー
ブ
か
ら

離
し
て
お
く

茎
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
火
を
消
す

４
つ
の
対
策
ロ

繋
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。
既
に
設
置
し
て

い
る
場
合
は
作
動
す
る
か
、
定
期
的
に

点
検
す
る

罫
カ
ー
テ
ン
や
寝
具
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
、
防
炎
品
を
選
ぶ

茎
火
が
小
さ
い
う
ち
に
消
火
で
き
る
よ

防
炎
品
は
通
常
の
繊
維
製
品
よ
り
燃
え

に
く
い
加
工
が
施
さ
れ
た
も
の
。
カ
ー
テ

ン
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
寝
具
、

衣
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

防
炎
品
を
購
入
さ
れ
る
際
は
「
公
益
財

団
法
人
日
本
防
炎
協
会
」
が
認
定
し
た
防

炎
表
示
が
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

上
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
盈
２
１
１
９　
　

防
火
、
防
炎
製
品
を

活
用
し
よ
う

防炎表示の例

うちの
元気印

就学前のお子さんを募集しています !!
町民生活課自治推進班拶盈���� 示文彰さん・亜友香さんの子示

　好き嫌いせずに食べること

が大好きな音花。大誠とも何

かを食べるマネっこをしてた

くさん遊んでくれています。

�人ともいつもたくさん笑わ

せてくれてありがとう♡　こ

れからも元気いっぱいにすく

すく育ってね＼(^○^)／

　　　　　　　�亜友香さん�

小
お の

野 音
おと

花
か

 ちゃん 大
たい

誠
せい

 くん

　　��歳�カ月� 　　　  ��カ月�

示久治さん・裕美さんの子示

川
かわ

喜
き

田
た

 帆
ほ の か

夏 ちゃん　　　

　　　��歳�カ月�　　　　  

この夏は、トマトやトウモ

ロコシを気に入って食べてい

ました。お兄ちゃんを真似て

仮面ライダーをテレビで一緒

に見たり、音楽に合わせて踊

るのが好き。明るく素直な子

に育ってほしいです。　　　

�裕美さん�

う
、
消
火
器
を
設
置
す
る

荊
万
が
一
の
場
合
に
備
え
る
た
め
、
隣
近

所
と
の
協
力
体
制
を
築
く



今月のテーマは…
　　　　秋のイチオシ

広域情報

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生
へ
の
道

問
合
せ　

企
画
商
工
観
光
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室　

拶
盈
６
９
９
４

今
回
の
「
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生
へ
の

道
」
は
、
三
原
康
敬

�

や
す
ひ
ろ

�

さ
ん

�

十

勝
岳
ジ
オ
サ
ポ
ー
タ
ー

�

が
担
当
し
ま
す
。

司
ジ
オ
と
の
出
会
い

２
０
１
１
年
度
日
本
火
山
学
会
秋
季
大
会

�

旭
川
市

�

で
、
講
演
「
北
海
道
の
火
山
と
と

も
に
」
を
聴
講
し
た
こ
と
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク

を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
十
勝
岳
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
行
わ
れ
た
現
地
討
論
会
で
は
、
自
分

が
経
験
し
た
「
十
勝
岳
の
噴
火
現
象
と
体

験
」
を
話
す
と
、
科
学
的
見
地
か
ら
の
解
説

と
分
析
を
加
え
た
討
論
が
な
さ
れ
、
そ
の
研

究
心
と
探
求
心
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

火
山
地
質
の
発
表
で
は
、
十
勝
岳
大
正
噴

火
の
泥
流
量
と
泥
流
の
元
に
な
っ
た
水
の
給

源
に
つ
い
て
論
争
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

こ
の
と
き
知
り
合
っ
た
研
究
者
が
、
後
に

「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
に
出
演
し
、
御
嶽
山
噴
火

や
箱
根
山
の
火
山
活
動
な
ど
を
解
説
さ
れ
て

い
る
の
を
見
て
、
懐
か
し
く
感
じ
た
も
の
で

す
。

司
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク
を
よ
り
詳
し
く
、
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
２
０
１
３
年
度
日
本

火
山
学
会
秋
季
大
会

�

福
島
県
猪
苗
代
町

�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
配
布
さ

れ
た
資
料
を
読
ん
だ
と
き
で
す
。

日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
火
山
と
の
つ
な
が

り
が
強
く
、
日
本
火
山
学
会
員
と
の
関
係
も

深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
山
学
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
貢
献
で

き
る
部
分
は
、
研
究
、
教
育
、
啓
発
面
か
ら

の
支
援
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
「
火
山
学
の
啓

発
、
防
災
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
価

値
を
付
加
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
」
と
読

み
取
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ガ
イ

ド
が
十
勝
岳
の
噴
火
災
害
を
理
解
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
防
災
教
育
に
も
協
力
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、

平
成
20
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
が
で

き
た
と
き
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
地
形
や
学
術
的
価
値
の
あ

る
地
質
遺
産

�

ジ
オ
サ
イ
ト

�

が
存
在
し
、
自

然
と
人
間
の
関
わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

地
域
の
こ
と
。
こ
の
活
動
は
研
究
者
が
先
頭

に
立
っ
て
行
う
も
の
で
も
、
行
政
主
導
で
行

う
も
の
で
も
な
く
、
地
域
に
住
む
人
た
ち

が
、
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
が
持
ち
上
が
っ

た
と
き
、
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
微
力
な
が
ら
協
力
し
た
い
と

考
え
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
を
決

め
ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で

は
、
多
く
の
ガ
イ
ド
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。
若
い
方
も
興
味
を
持
っ
て
一

緒
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？　

故
郷
を
離
れ
て
進
学
、
就
職
し
た

と
き
、
自
己
紹
介
で
自
然
豊
か
な
十
勝
岳
ジ

オ
パ
ー
ク
を
自
慢
で
き
る
よ
う
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

こ
れ
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
通
し
て
、

趣
味
の
郷
土
研
究
、
十
勝
岳
の
火
山
研
究
、

日
本
各
地
の
自
然
災
害
の
研
究
に
よ
り
得
た

火
山
と
防
災
の
知
識
を
広
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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ジオサポーター講習を受ける三原さん

南富良野町

　かなやま湖紅葉サイクリング

湖畔沿いの道道の一部は、株

式会社 mont-bell が推進する新

しい旅の形「ジャパンエコト

ラック」で、ピリカルートとし

て認定。サイクリングのほか、

ログホテルやキャンプ場で一息

つくのもおすすめです。

刺ログホテルラーチ�レストラ

ン営業時間� ��時��分～��時

※��月末まで

問合せ　NPO 法人南富良野まち

づくり観光協会　　拶曳����

富良野市

　ふらのワイン

　　「シャトーふらの白」

　日本ワインコ

ンクール����で

銀賞を受賞！　

　完熟した果実

の甘い香りのほ

か、エキス分が

豊富で舌触りがなめらかなワイ

ンです。ワイン初心者から愛飲

者まで満足いただけます。

価格　�����円�税込み�

品種　バッカス、ケルナー種

問合せ　ふらのワイン工場

　　　　　　　　　　拶鰻����

中富良野町

　秋の北星山

北星山にある中富良野森林公

園は、�つの遊歩道があり「エ

ゾリスの道」では名前のとお

り、冬が来る前に忙しそうに木

の実を集めるかわいらしいエゾ

リスに出会えるかも？

場所　中富良野町西�線北��号

問合せ　産業建設課産業係

　　　　　　　　　　拶瑛����

占冠村

　星野リゾート　トマム

　「ファームガラパーティー」

　正装したヤギや羊などがお出

迎えし、お菓子や飲み物を楽し

むパーティー。焚き火、打ち上

げ花火、音楽などでハロウィン

の雰囲気を盛り上げます。

開催期間　��月��日�土�～��日

�木�の1�～��時

場所　星野リゾート　トマム

入場料　無料

問合せ　星野リゾート　トマム

　　　　　　　　　　拶越����



　

発行日　令和元年��月��日

発　行　上富良野町

編　集　町民生活課自治推進班

印　刷　株式会社あいわプリント

ご意見・ご感想をお寄せください。

参���‐����

北海道空知郡上富良野町

　　　　　　大町�丁目�番��号

拶����盈����　鯖����盈����

メール：jichi@town.kamifurano.lg.jp ����　梨澤節三さんが来庁。����に行われた全日本
マスターズの円盤投で第�位に入賞されました。

● 人のうごき ●
�　�は前月比

令和元年�月��日現在

人口 10,709 人 （－��）

男 5,492 人 （＋��）

女 5,217 人 （－��）

世帯 5,407 人 （＋��）

たくさんのご寄付
ありがとうございました

社会福祉協議会へ

◎旭川地方隊友会上富良野支部

社会福祉協議会へ

１万円

夜空を夜空を見上げれば…見上げれば…

問合せ
　教育振興課社会教育班　拶盈����

☆��月の上富良野の星空は… StellaNavigator11  ©2019 AstroArts inc. 

��月��日�月���時の上富良野の星空です。わし座やいて座、へびつかい

座など夏を楽しませてくれた星座は西に傾き、東の空には秋の星座が昇っ

てきています。�等星が少なく派手さがない秋の星空ですが、南の空高度

約��～��度のところに四辺形が目立っています。これは「ペガサス�ペガ

スス�座」で、�つのうち左上の星�つはアンドロメダ座に属しています。

ペガサスは、英雄ペルセウスが髪の毛がヘビであるメドゥーサを殺した

際の血から生まれ出たと言われる翼を持つ馬です。大神ゼウスが放ったア

ブに刺され、痛みに荒れ狂ったペガサスが天にぶつかったために星座に

なったと言われています。かわいそうなことにペガサスは逆さまで、胴体

から下がありません。四辺形の下側には「みずがめ座」が見えていますが、

英語では、Aquarius �アクエリアス�と言います。ご年配の方には、ミュー

ジカル「ヘアー」の歌として記憶にある方もいらっしゃると思います。今

だとスポーツ飲料でしょうか。なかなか形を結び付けづらい星座ですが、

ペガサスの四辺形の下にある�等星で形作る「三ツ矢」を見つけるとたどっ

ていけるでしょう。

明け方の「黄道光�こうどうこう�」観察は、この時期がチャンスです。

南南南東東南東 南南西 西南西南東 南西

　���法人東亜天文学会会員の犬上達也

さんを講師に、望遠鏡を使って月や星

雲などを眺めます。

　中止の場合は��時以降に連絡します。

日時　��月�日�金�　�����～�����

場所　上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員　��人�中学生以下は保護者同伴�

参加料　無料

申込期限　��月�日�木�

申込み・問合せ

　教育振興課社会教育班　拶盈����

��月の天体観望会

黄道光とは、太陽系内に平らな円盤状に広がるちりの粒が、夜明け前

の太陽光に照らされて光るものです。非常に淡い光であるため、東側

に明かりのない場所で観察する必要があります。この時期、朝焼けが

始まる前の東の空には「黄道��星座」である「かに座」や「しし座」

が縦のラインで見えていますが、これらの星座に沿ってボーッと見え

るはずです。月明かりのない日を選び観察してみてはいかがでしょう

か？

 

いて座

土星

止
くじら座

へびつかい座

やぎ座

みずがめ座

ペガサス座

わし座

うお座

こぎつね座

広報かみふらの 2019.10  解

三ツ矢

止

おひつじ座

アンドロメダ座

黄道光

「秋の深まりと冬の訪れ」

北海道の高い山では紅葉が始まり、

��月下旬には、初霜や初雪が観測され

る季節となります。

この時期は、�日の気温差が大きい

ので体調管理に気を付け、ドライバー

の皆さんは、スリップ事故に遭わない

よう安全運転をお願いします。

日頃から天候や気温、警報・注意報

などを確認しましょう。

問合せ　旭川地方気象台

　　　　　　　　拶����‐��‐����


